
 北方町政策審議会 グループ協議 会議要旨 

 

グループ名 グループ1 出席委員数    8名 

日 時 平成 23年10月15日（土）  9時00分～12時00分 

場 所 北方町役場 第1会議室 

【協議事項】（テーマ等） 

＜ごみ対策＞ 

・可燃ごみの雑紙を減らす。それを廃品回収に回す。 

・ごみの組成調査をするべき→事前の準備が大きい、実施地域を決め協力を

求める。 

・廃品回収の奨励金は？ 

→H21.4～公的な団体へ奨励金を出している（kg/３円）2t以上でお願いし

ている 

→３円は少ない。もう少し上げるべき。そうすれば、回収の回数も増える

のでは（実施する団体が増えるｏｒ実施回数が増える）。 

→子ども会と自治会とが協力して実施する。 

→２～４トン車で回収するため、効率を考えて一度にまとまった量が必要

である。大型車が入りこめる場所。南・中・北と３か所くらいで回収場所

を決めるとか。毎月10日とか決める。 

→現状は廃品回収の回数が少ないので捨ててしまう。 

・自治会任せではなく、最初はもう一度行政で音頭をとってはどうか？その

方が効率が良い。そしてやれる所から少しずつ増やしていく。継続してい

くべき。 

・ＰＲはずっと続けるべき。年2回の自治会長会でも毎回議論にあげる。 

・広報誌等で、段ボールコンポストも含めて、いろいろな選択肢を提供する 

・持っていけない人はどうすればよいかを検討する。 

・昔出来ていた住民みんなで協力してできる方法を考える。 

・ゴミ処理費はどう使われているかを住民に意識してもらう。 

・アパートの隣人すら知らない時代なので、横の繋がりはもちろんだが、子

供会から老人クラブまでの縦の繋がりも大事になってきている 

・ごみの組成調査の実施を。 

 

＜下水道事業＞ 

・下水道は今後起債の償還が減っていき、一般会計からの繰入金が減ってい

く。その減ったお金の使い道を審議会で提言出来たらよい。 

・切替が頭打ちになっている。加入率をあげるためにはどうすれば良いか？ 

 →行政の熱意を伝えること、文書だけのアピールだけではなく口での訴え

を。 

 →地区ごとの努力を。 

 →マンホールを開けての清掃、今は負担が減っている。 



・上水と下水、使用料等のからみを説明できれば 

→次回上水の資料を委員さんに提出する 

・浄化槽から切替えると損をするという考えの人がいる。そうではないこと

を説明できれば切替えるのではないか（浄化槽の維持費と下水の使用料と

の差異を説明する）。 

・側溝清掃（蚊の発生、泥がたまるため） 

→５地区に分けて実施している（業者が実施） 

（昨年は柱本地域、今年は高屋、来年は芝原の予定） 

 →清掃時に消火栓の使用はできるのか？→申請すれば可能である。ただし、

上手に利用しないと側溝を傷める原因にもなってしまう。 

 →消毒の配布→自治会で申し込んでもらう（有料） 

 

＜その他の意見＞ 

・政策審議会で将来の町の負担を少しでも減らせる提言ができると良い。 

・東加茂の国道の跨線橋は平らになるの？ 

→調査の予算がついた。工事をするとなると迂回路が必要になる。 

将来的には平らになる予定（実施は県）。 

・旧線路用地はどうなるのか？ 

 →課税はされている（廃線後から）。 

→町で一括購入してほしいと名鉄から要請がある 

→買わないでほしいとの声あり。（かなりの面積になる、費用大、 

  不便さ、残してほしいという声があったが名鉄側の事情で廃線、 

  名鉄が利用法を考えるべき・・・） 

 

・バスターミナルの稼働状況はイメージ通りなのか？折を見て分析してほし

い。穂積線が減っていくと、名古屋のベッドタウンという意味合いが薄れ

る 

 

－次回（5回目）開催予定日－＊テーマ「定住政策、高齢者対策」 

 平成23年11月12日（土）9:00より 

 6回目 11月26日（土）9:00 

 

※発言順にこだわらず対応する意見については、まとめて下さい。 

 発言者名は未記入でお願いします。 


